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1．はじめに 

 矢作川下流域では明治用水による大きな取水が行われており，平水時の河川流量が減少している．河川流

量の減少は河床伝熱量などに影響し，河川水温の変化をもたらしていると考えられる．またボリュームが減

少したことにより，温まりやすくあるいは冷めやすくなっていると考えられる．明治用水による大きな取水

が河川水温に与える影響を知るための第 1段階として，河道内において微気象観測を行い，鉛直方向（水面

及び河床）における熱収支のメカニズムについて検討を行った． 

2．調査概要 

（1） 調査対象地域 

 本研究の目的は明治用水による取水が水

温に与える影響を明らかにすることであり， 

明治用水の取水堰がある 34.6km 地点以下

の区間を対象とした．ただし，10km 地点

より下流は潮汐の影響を受ける感潮域なの

で，34kmから 10kmまでの区間を対象とし

て研究を行う． 

（2） 微気象観測 

 観測は矢作川下流域，17km 地点（明治

用水より 17km 下流）の河道内において，

水深 60cm の場所に機器（表-1）を設置し

（熱流板は水深 30cmの場所に設置），2006

年 11月 3日 11：30～4日 12：30に実施し

た．当日は快晴であり，観測中における水

位の変動はほとんどなかった．観測項目は

風向・風速，温湿度，水表面温度，河床伝

熱量，日射量，放射収支であり，熱流板は

河床から深さ 1cmのところに埋設し，その

他の機器は河床から 160cm（水面から 1m）

の高さに設置した．測定間隔は日射計・放

射収支計が 5分毎の積算値，その他の機器

が 10秒毎の瞬間値である． 

3．結果と考察 

 観測により得られたデータを 15分移 

動平均し，30分毎にプロットしたものが 

図-1～4である．図-1を見て分かるように，

風速は観測を通じて微弱であった． 

図-2を見ると，相対湿度は夕方～朝方にか

 

 

観測機器 観測項目 河床からの高さ 測定間隔

3杯風速風向計 風向・風速 160cm 10秒 

温湿度計 温度・相対湿度 160cm 10秒 

放射温度計 水表面温度 160cm 10秒 

熱流板 河床伝熱量 -1cm 10秒 

日射計 日射量 160cm 5分 

放射収支計 放射収支 160cm 5分 

表-1 観測項目 
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図-2 気温，水表面温度，相対湿度（11/3～11/4） 
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 図-1 風向・風速（11/3～11/4） 
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けて高く，日中は低いことが分かる．また気

温と水表面温度を比較すると，気温に比べて

水表面温度の振幅が小さいことが分かる． 

図-3を見ると，日射量は朝方から増大し始め

正午ごろ最大となり，それを過ぎると減少し

ていくことが分かる．放射収支も日射量と同

様の傾向を示している．図-4は水面及び水面

から高さ 1m における水蒸気圧であり，それ

ぞれ水表面温度，温湿度から Tetensの式を用

い算出した．水面は絶えず飽和しており，常

に水面における水蒸気圧のほうが高くなって

いる． 

 以上の整理した結果を元に潜熱，顕熱をバ

ルク法により推定し 1），2），単位面積河床上の

水柱における鉛直方向（水面及び河床）熱収

支を図-5にまとめた．ただし放射収支の値は

水柱を加熱する場合が正であり，顕熱，潜熱，

河床伝熱量の値は水柱を加熱する場合が負で

ある．図-5を見ると，顕熱は日中気温が水表

面温度よりも高いため値が負となり水柱を加

熱し，夜間値が正となり水柱から熱を奪って

いる．潜熱は水面における水蒸気圧が大気に

おける水蒸気圧よりも時間を問わず高いため

常に正の値をとり，水柱から絶えず熱を奪っ

ている．河床伝熱量は日中水柱が十分に温め

られているため正の値をとり，夜間は日中に

十分温められた河床から水柱へ熱が伝達され

負の値となっている．河床伝熱量のこの働き

は水温の振幅を減衰させる効果があると考え

られる．今回の観測では顕熱，潜熱，河床伝

達熱量は放射収支に比べ非常に小さく，放射

収支の大部分は水柱に吸収された． 

4．おわりに 

 今回の観測では潜熱，顕熱，河床伝熱量は

放射収支に比べ非常に小さかった．顕熱，潜熱は観測期間中の風速が弱かったため少し小さくなったと考え

られる．河床伝熱量は今回の観測では十分な日射があったにも関わらず小さかったことから，水温への影響

が小さいことが分かった．以上の観測結果を踏まえ，今後 34km～10km区間における水温予測モデルを構築

し，明治用水による取水の影響を検討する予定である． 
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図-4 水蒸気圧（11/3～11/4） 

図-5 熱収支（11/3～11/4） 
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図-3 日射量・放射（11/3～11/4）
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